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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
家
族
お
揃
い
で
新
春

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
旦
は
、
前
日
か
ら
の
雪
で
、

白
一
色
の
美
し
く
す
が
す
が
し

い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

午
前
０
時
を
回
っ
た
こ
ろ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
か
ら
は
「
新
た

な
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
ゆ
く

年
く
る
年
）」で
金
持
神
社
初
も

う
で
の
様
子
が
全
国
に
実
況
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
さ
あ
、
平
成　

年
、

２０

我
が
日
野
町
の
新
し
い
ス
タ
ー

ト
で
す
。

　

町
の
財
政
状
況
の
厳
し
さ
に

は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
民
各
位
の
お
か
げ
で
単
年
度

収
支
で
は
着
実
に
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
平
成　

年
は
一

２０

つ
の
節
目
で
す
か
ら
、
町
政
全

般
に
つ
い
て
正
念
場
を
迎
え
た

も
の
と
思
い
、
緊
張
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
野
町
が
単
独

自
立
に
向
か
っ
て
ど
う
進
む
の

か
方
向
を
示
す
と
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
て
、
ま
ち
の
継
続
に
向
け
努

力
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
そ
の
先

頭
に
立
っ
て
行
動
い
た
し
ま
す
。

い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と

で
す
が
、
元
気
な
ま
ち
・
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

日
野
町
長　

景
山  
享
弘

開運グッズ、キハダ染めの「黄色いハンカチ ｣をつくる皆さんと



主
任
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

　　

主
任
児
童
委
員
は
、
地
域
の
子

ど
も
や
妊
産
婦
、
母
子
福
祉
な
ど

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
担
当
し
ま
す
。

　

担
当
地
区
の
民
生
児
童
委
員
と

連
絡
調
整
し
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て

相
談
や
支
援
を
し
て
く
れ
ま
す
。
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民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

　　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉

の
担
い
手
と
し
て
、
暮
ら
し
の
中

の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
と
き
に
相
談
や
助
言
を
行
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し

て
く
れ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
何
で
も
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　

月
３
日
に
開
か
れ
た
民
生
児

12
童
委
員
協
議
会
で
は
、
会
長
に
矢

田
貝
勝
さ
ん
（
黒
坂
）、
副
会
長
に

柴
原
保
明
さ
ん
（
根
雨
）
が
互
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
音
田
正
義
さ
ん
（
別
所
）、

宮
田
伸
士
さ
ん
（
本
郷
）、
世
垣
智

恵
美
さ
ん
（
黒
坂
）、
水
谷
洋
一
さ

ん
（
上
菅
）、
松
本
寿
美
子
さ
ん

（
久
住
）、
久
代
宏
一
さ
ん
（
黒

坂
）、
小
谷
晋
さ
ん
（
小
河
内
）、

長
谷
川
美
喜
さ
ん
（
三
土
）
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員　

人
を
委
嘱

２２
三好 康之さん

（三谷）

柴原  保明さん
（根雨）

森田  勝彦さん
（根雨）

山川  洋介さん
（根雨）

冥賀  宏忠さん
（根雨）

中原  信男さん
（下榎）

宮田  強志さん
（本郷）

森信  好子さん
（別所）

松本よし子さん
（濁谷）

鷲見敬四郎さん
（高尾）

上谷  　春さん
（久住）

梅林美千子さん
（下黒坂）

生田  公恵さん
（黒坂）

矢田貝  勝さん
（黒坂）

山根  靖代さん
（黒坂）

杠  美恵子さん
（黒坂）

木山  孝文さん
（野田）

青砥  昭雄さん
（福長）

佐々木俊雄さん
（舟場）

瀬田  　剛さん
（安原）

稲田喜代子さん
（上菅）

久留馬  繁さん
（中菅）
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▼１日＝金持神社初もうで：県内外から多くの人が訪れ開運を願う。札所
での屋台も好評。▼１５日＝Ｄｏ・スポーツ杯夜間リーグソフトバレー
ボール大会開幕 (２月５日まで、日野中 )▼２８日＝錬成会館空手寒げい
こ (日野川 )▼２８日＝山菜を楽しむ会（町公民館 )：地元の女性グルー
プ 萌 会が、町内で採れた山菜などを使ったフルコース料理をふるまう。
めぐみ

▼３０日＝第１回日野町まちづくり町民会議 (役場 )：町政の課題・これ
からのまちづくりなどについて、地区推薦と公募による委員が議論。

・ ・ ・ ・

▼５日＝そばづくし料理を味わう会（開発センター）：まちの特産品、そばを
使ったアイデア料理を９０人が味わう。▼１４日＝日本海新聞スポーツ大賞表彰
式（役場）：日野中学校男子ソフトテニス部に最優秀賞、高橋伸也さん（野田）
に奨励賞が贈られる。▼２２日＝西村孝美さん（福長）が鳥取県伝統工芸士に
認定▼２８日＝第１回日野町「歩み ･歴史」資料収集委員会（役場）：まちの歩
みや歴史を伝える記録 ･資料を収集 ･保存し後世に伝えるため、町民１２人に
よる委員会を設置。▼２８日＝第２回町まちづくり町民会議 (役場 )

▼２日＝金持神社札所収益金贈呈式（役場）：町観光協会が金持神社札所
の収益金約３５１万円を町に寄付。▼１０日＝保育所アユ放流（カワコ公園）：
保育所園児が約２万匹の稚アユを日野川へ放流。▼１３日＝町消防ポンプ
操法審査会（ひのっこ保育所）：各分団からの選手が消防ポンプ車の操作
の速さ・正確さを競う。第１分団が優勝し、県西部大会に出場決まる。▼
１５日＝自治会長会議（役場）▼１７日＝第３回町まちづくり町民会議（役
場）▼２７日＝日野町農業委員選挙：立候補者７人が無投票で当選。

１
月
２
月
３
月

４
月
５
月

皆
さ
ん
に
と
っ
て

昨
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
。

国
内
で
は
、
能
登
半
島
地
震
、

中
越
沖
地
震
な
ど
の
災
害
や
、

参
議
院
選
挙
で
の
自
民
党
の
大
敗
、

『
消
え
た
年
金
』
問
題
や

食
品
偽
装
問
題
な
ど
、

多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
の
ま
ち
の
動
き
を

「
広
報
ひ
の
」
の
記
事
か
ら

振
り
返
り
ま
す
。

２
０
０
７
年

あ
ん
な
こ
と

こ
ん
な
こ
と
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▼８日＝第６２回日野郡民総合体育大会（主会場：日野町、ゴルフの部は
７日）：陸上競技 ･ソフトテニスなど１０競技が行われ、日野町選手団は８
種目で優勝、４年連続総合優勝を果たす。▼２１日＝ねう祭り（根雨地内）
▼２６日＝第４回町まちづくり町民会議（役場）▼２９日＝参議院議員選挙
▼２９日＝第３０回中国山地日野鵜の池マラソン大会（鵜の池湖畔）：県内
外約３００人の選手が健脚を競う。マラソンランナー千葉真子さんを招待選
手に迎え盛大に。▼３１日＝町生活体験合宿（８月３日まで、町公民館）

▼１２日＝第５回町議会定例会（２７日まで）：平成１８年度歳入歳出決算を
認定。一般会計は約２５９０万円の赤字に。▼１７日＝第２２回日野カップサッ
カー大会（根雨小）▼１７日＝第１９回日野町杯ソフトテニス大会（日野中、
野田町民テニスコート）▼２３日＝町民体育祭（根雨小、黒坂小）：健康づ
くりと地区同士の親ぼくのため開催。根雨地区大会総合優勝：２組（根雨
３区 ･４区）、黒坂地区大会総合優勝：３軍（黒坂４区 ･５区）▼２９日＝
生田長江入門セミナー（延暦寺）：昭和女子大学の中田親子さんが講演。

▼４日＝第５回町まちづくり町民会議（役場）▼６日＝全町一斉防災訓練
（町内全域）：鳥取県西部地震の教訓を防災に生かす。▼１１日＝全国和牛
能力共進会（１４日まで、米子市）：西村槐さん（下榎）、遠藤真由美さん
（別所）出品牛がそれぞれ優秀な成績を収める。▼２０日＝生きいき「ひ
の」ふれあいまつり（２１日も、役場前ほか）▼２７日＝黒坂地区農業集落
排水有機汚泥消滅化施設完成式（黒坂）：微生物の力で汚泥を処理、全国
初の実証実験施設に大きな期待。▼３０日＝町老人大会（根雨社会体育館）

▼３日＝秋の叙勲：梅林豊さん（金持）に旭日小綬章。▼６日＝町まちづく
り説明会（町公民館、９日は開発センター）：まちの財政状況など説明。▼１７
日＝第４７回体力づくり町駅伝競争大会（根雨小）▼１９日＝第３８回町表彰式
（役場）：谷口優佳子さん（黒坂）、松本勝美さん（本郷）、西村槐さん ･君江
さん（下榎）、遠藤真由美さん ･弘之さん（別所）を表彰。▼２２日＝第８回
公民館まつり（２５日まで、町公民館）▼２４日＝第３０回町解放文化祭（２５日
まで、隣保館ほか）▼２９日＝第６回町まちづくり町民会議（役場）

８
月
９
月　

月
１０

　

月
１１

　

月
１２

６
月
７
月
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平
成　

年
度
末
現
在
の
町
の
生

１８

活
排
水
の
普
及
状
況
は
、
公
共
下

水
道
の
加
入
率
が　

･
６
㌫
、
農

７２

業
集
落
排
水
の
加
入
率
は　

・
３

７０

㌫
。
ま
た
、
生
活
排
水
事
業
実
施

地
区
以
外
の
地
区
で
の
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
率
は　

・
９
㌫
と

５５

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
合
計
す
る
と
、
町
全
体

で
の
生
活
排
水
の
加
入
率
は　

・
６７

１
㌫
と
な
り
、
ま
だ
７
割
に
満
た

な
い
状
況
で
す
。　

公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
へ
の

接
続
を

普
及
率
は　

㌫
前
後
に
と
ど
ま
る

７０

下
水
道
法
、
町
条
例
で
接
続
を
義
務
化
、
早
め
に
工
事
を

　

▼油や野菜くずを流さないで…下水管がつまる原因になります。油は新聞紙などに吸い込ませるか、専

用の薬品で固めるなどしてから可燃ごみとして出してください。

▼トイレにはトイレットペーパー以外のものを流さないで…普通のティッシュペーパーは水に溶けませ

んので、流すと下水管が詰まる原因になります。また、トイレにトイレットペーパー以外のゴミなどを

流さないようにしてください。

　

下
水
道
法
及
び
町
下
水
道
条
例

で
は
、
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落

排
水
区
域
内
の
皆
さ
ん
に
は
、
供

用
開
始
後
３
年
以
内
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
早
め
の
接
続
工
事
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
接
続
工
事
に
対
す
る
融

資
制
度
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

役
場
産
業
振
興
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
産
業
振
興
課

下
水
道
係
（
電
話　

‐
２
１
０
１
）

７２
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▼申告に必要なもの　申告には次のものが必要です。必ずご持参ください。
①印かん

②税務署から申告書が送付されている人はその申告書と、事業所得などがある人は同封の収支内訳書

③農業所得がある人は、収支内訳書と内容がわかる書類

　( 町作成の収支内訳書は、役場住民課または役場黒坂支所にありますのでご利用ください )

④給与、年金などがある人は源泉徴収票

⑤医療費控除を受ける人は、１９年中に支払った医療費の領収書と、保険などで補てんされる金額の明細書

⑥社会保険料控除がある人は、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書（はがき）

⑦生命保険料控除、地震保険料控除（旧長期損害保険料）がある人は、支払った保険料の証明書

⑧住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記簿謄本、住民票抄本、工事請負契約書、住宅取得資金に係る

借入金の年末残高等証明書

⑨公共事業で土地や家屋の買収があった人は、買取証明書

⑩山林、土地の譲渡があった人は、売買契約書

⑪還付申告の場合には、還付金の振込先の口座番号がわかるもの（本人名義の口座に限る）

　

平
成　

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
は

１９

す
べ
て
申
告
が
必
要
で
す
。
こ
の
申
告

に
基
づ
き
平
成　

年
度
の
町
県
民
税
、

２０

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
４

月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
な
ど
の
算
定
を
し
ま
す
の
で
、
正
し

い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
所
得

が
不
明
の
た
め
、
保
険
料
（
税
）
の
減

額
対
象
者
と
思
わ
れ
て
も
減
額
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
所
得
証
明

な
ど
の
証
明
書
が
発
行
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
分
所
得
税
か
ら
住

１９

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ

た
人
は
、
平
成　

年
度
の
住
民
税
（
町
県

２０

民
税
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼税務署からのお知らせ
 

所得税等の確定申告相談を、米子コンベンションセンター（ビッグシップ）で開きます。
ご自分で申告書を作ることが難しい場合にご利用ください。
　

と　き　２月１日（金）～３月１７日（月）まで（土 ･日 ･祝日は除く）
ところ　米子市末広町２９４　米子コンベンションセンター（ビッグシップ）
問合せ　米子税務署　個人課税第一部門（電話０８５９‐３２‐４１２１）

期
間
中
に
正
し
い
申
告
を
（
２
月　

日
～
３
月　

日
ま
で
）

１８

１７国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp
　ホームページ内の「確定申告

書作成コーナー ｣で、申告書な

どが簡単に作成できます。



10広報ひの

　

磁
器
の
絵
付
け
が
簡
単
に
で
き
る
ポ
ー
セ
ラ
ー

ツ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、　

月　

日
、
ポ
ー
セ

１２

２４

ラ
ー
ツ
教
室
が
町
図
書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
愛
好
者
の
グ
ル
ー
プ
、

白
磁
工
房
ム
ー
ン
ド
ロ
ッ
プ
代
表
の
宇
田
妃
登
美

さ
ん
（
下
榎
）。
教
室
で
は
、
白
い
磁
器
の
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
湯
の
み
、
茶
碗
な
ど
に
シ
ー
ル
状
の

絵
柄
を
貼
り
付
け
る
だ
け
で
簡
単
に
自
分
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
食
器
が
で
き
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
は
「
簡

単
に
で
き
て
す
ご
く
楽
し
い
」
と
話
し
な
が
ら
、
思

い
思
い
の
絵
柄
を
器
に
貼
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

絵柄を貼り付けた磁器を窯で焼くと完成

自
分
だ
け
の
器
が
完
成

　

子
ど
も
た
ち
に
元
気
で
冬

を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、　
１２

月　

日
、
日
野
国
際
交
流
協
会

１０
（
小
谷
博
徳
会
長
）
が
、
ひ

の
っ
こ
保
育
所
と
黒
坂
保
育

所
を
訪
問
、
５
色
の
も
ち
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
足
早
く
サ
ン
タ
の
帽

子
を
被
っ
た
小
谷
会
長
は
、

「
こ
れ
、
な
ー
ん
だ
」
と
餅
の

材
料
を
園
児
ら
に
答
え
て
も

ら
い
、「
み
ん
な
元
気
に
良
い

正
月
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
餅
は
、
白

い
餅
の
ほ
か
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、

人
参
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
紫
い
も
が

入
っ
た
色
と
り
ど
り
の
も
の
。

お
や
つ
と
し
て
園
児
み
ん
な

で
食
べ
、「
と
て
も
お
い
し
い
」

と
評
判
で
し
た
。材料は日野高校の生徒たちが育てたもち米

保
育
所
へ
お
餅
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ま
ち
の
お
年
寄
り
に
楽
し
い
一
年
を
過
ご
し
て

も
ら
お
う
と
、
１
月
７
日
、
日
野
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
生
徒
が
、
社
会
福
祉
法
人
日
翔
会
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
い
ご
（
根
雨
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

生
徒
ら
は
、
当
日
行
わ
れ
た
新
年
会
の
ゲ
ス
ト

と
し
て
出
演
、「
涙
そ
う
そ
う
」「
千
の
風
に
な
っ

て
」「
演
歌
メ
ド
レ
ー
」
な
ど
、
な
じ
み
深
い
歌
謡

曲
な
ど
５
曲
を
披
露
し
た
ほ
か
、
生
徒
自
身
が
司

会
を
務
め
て
の
楽
器
紹
介
な
ど
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
提
供
し
、
約　

人
の
入
所
者
か
ら
は
大
き
な

３０

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
野
中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
人

権
の
花
運
動
」
の
一
つ
と
し
て
、
生
徒
が
育
て
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
鉢
植
え
な
ど
が
入
所
者
ら
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

少人数ながら力強い演奏を披露

音
楽
と
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト



11 広報ひの

多
く
の
参
拝
客
が
開
運
を
祈
願

　

２
０
０
８
年
の
始
ま
り
と
な
る
元
旦
か
ら
、
ま
ち

の
代
表
的
な
観
光
地
、
金
持
神
社
（
金
持
）
へ
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
初
も
う
で
に
訪
れ
、
家
内

安
全
や
開
運
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

大
み
そ
か
の
夜
に
は
、
参
道
脇
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

手
づ
く
り
の
ろ
う
そ
く
が
置
か
れ
、
神
秘
的
な
雰
囲

気
の
中
で
参
拝
客
を
迎
え
た
ほ
か
、
札
所
付
近
で
は
、

年
越
し
そ
ば
な
ど
の
屋
台
も
出
店
、
訪
れ
た
人
の
体

を
温
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
旦
の
朝
に
は
、
神
社
境
内
で
金
持
青
年

会
に
よ
る
獅
子
舞
い
も
披
露
さ
れ
、
華
や
か
な
年
明

け
と
な
り
ま
し
た
。

恒例の獅子舞い。縁起を求めて参拝客も参加

▼
議
案
①　

日
野
町
自
立
政
策
推

進
大
綱
に
対
す
る
教
育
委
員
会
の

方
針
に
つ
い
て
＝
自
立
政
策
推
進

の
た
め
の
重
点
事
項
と
し
て
、
平

成　

年
度
を
目
標
に
、
学
校
の
あ

１９
り
方
に
つ
い
て
、
小
学
校
統
合
の

是
非
を
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
町
子
ど
も

育
成
会
議
か
ら
の
提
言
も
踏
ま
え
、

根
雨
・
黒
坂
小
学
校
は
現
状
の
学

校
規
模
を
維
持
し
、
統
合
を
考
え

な
い
で
、
各
々
の
長
所
・
利
点
を

生
か
し
た
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

な
ど
の
方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
議
案
②　

教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
申
出
に

つ
い
て
＝
教
育
長
の
給
料
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

減
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
１
年
間
延
長
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
１
回
町
教
育
委
員
会
開
催

雪
に
映
え
る
鮮
や
か
な
オ
シ
ド
リ

　

年
末
年
始
に
か
け
、
日
野
川
沿
い
の
オ
シ
ド
リ
観

察
小
屋
（
根
雨
）
も
、
多
く
の
観
察
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
中
は
年
中
無
休
と
あ
っ
て
、
オ
シ
ド
リ

保
護
に
取
り
組
む
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
（
池
岡
幸
三

代
表
）
の
会
員
ら
は
、
早
朝
か
ら
雪
か
き
な
ど
を
行
い
、

観
察
客
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　

元
旦
か
ら
１
月
３
日
に
か
け
て
の
観
察
客
は
、
延

べ
約
６
０
０
人
。
岡
山
県
や
兵
庫
県
な
ど
県
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
雪
景
色
と
見
事
な
色
の
対
比

を
み
せ
る
オ
シ
ド
リ
の
愛
ら
し
い
姿
に
感
嘆
し
な
が

ら
観
察
や
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

寒さの中、早朝から観察客が訪れる

町子ども育成会議からの提案
 

　１２月１２日、第７回会議を開き、「提言の取りまとめ」
について議論されました。
　これまで協議してきた様々な議題の中から、この会
議の目的の観点に立ち、次の５つの提言がまとめられ
ました。
①小規模で、少人数学級の特性を生かした教育を推進
し、小学校の統合は考えないで、少人数指導や特別支
援教育の充実を図る。
②それぞれの小中学校が、家庭 ･地域などと連携しな
がら、人間関係を深める活動やコミュニケーション力
を高める特色ある学校づくりを推進する。
③小学校からの英語活動の導入など、次期改訂学習指
導要領の基本理念に対応し、小中一貫教育を検討する。
④保育所・小 ･中 ･高校及び地域と連携し、体験学習
等をさらに導入し、郷土愛、歴史 ･文化を大切にする
心や、勤労の尊さ、規範意識向上の学習を推進する。
⑤子どもたちを健全に、安全に育成するための教育的
住民運動（家庭の日、ノーテレビデー等）を展開する。
　以上の提言は教育委員会で検討し、まちの児童生徒
の教育環境充実のため、教育施策に反映していきます。



12広報ひの

相
続
登
記
無
料
相
談

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
（
松
本
伸

介
会
長
）
で
は
、
２
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と

定
め
、
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

で
相
続
登
記
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。

　

土
地
や
建
物
を
相
続
し
て
も
登

記
し
な
い
人
や
忘
れ
る
人
は
意
外

と
多
く
、
亡
く
な
っ
た
人
の
名
義

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
売
却
す

る
と
き
や
担
保
に
入
れ
て
融
資
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
登
記
が

速
や
か
に
で
き
ず
、
困
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
相

続
登
記
を
放
置
し
て
お
く
と
、
相

続
人
が
増
え
、
権
利
関
係
が
複
雑

に
な
っ
て
手
間
と
費
用
が
か
か
り
、

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
０
１

２４

３
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
・
学
生
募
集

　

学
校
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、

次
の
と
お
り
平
成　

年
度
の
生

２０

徒
・
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

①
広
域
通
信
制
高
等
学
校
普
通
科

概
要　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学

可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
放
送
を
利
用
し
た
特
色
あ
る
教

育
課
程
で
、
３
年
間
で
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
登
校
は

月
に
１
～
２
回

履
修
年
数　

３
年
（
た
だ
し
転
編

入
あ
り
）

募
集
対
象　

中
学
校
を
卒
業
し
た

人
ま
た
は
今
年
３
月
に
卒
業
見
込

の
人
や
高
等
学
校
中
退
者
な
ど
。

出
願
・
申
込
み
方
法　

請
求
に
よ

り
入
学
案
内
書
と
願
書
を
送
付
し

ま
す
。
出
願
受
付
順
に
書
類
選
考

と
面
接
を
行
い
ま
す
。

願
書
・
申
込
み
受
付　

２
月
１
日

～
４
月　

日
（
必
着
）

２０

②
専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

（
※
教
育
訓
練
給
付
制
度
対
象
）

概
要　

介
護
福
祉
士
の
養
成
と
地

域
社
会
を
創
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
２
年
間
で
指
定
の
科

目
を
履
修
し
、
修
了
す
る
と
介
護

福
祉
士
の
受
験
資
格
が
取
得
で
き

ま
す
履
修
年
数　

２
年

募
集
対
象　

高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
今
年
３
月
に
卒
業
見

込
の
人
な
ど
。

出
願
・
申
込
み
方
法　

請
求
に
よ

り
入
学
案
内
書
と
願
書
を
送
付
し

ま
す
。
願
書
と
課
題
作
文
に
よ
り

入
学
選
考
を
行
い
ま
す
。

願
書
・
申
込
み
受
付　

２
月　

日
２０

～
３
月　

日
１７

▼
案
内
書
・
願
書
請
求
、
問
合
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
〒
１
８
６
‐
８
０

０
１　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

２
‐　

‐
２
、
電
話
０
４
２
‐
５

３６

７
２
‐
３
１
５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４

２
‐
５
７
４
‐
１
０
０
６
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.n-gaku.jp 　

未成年には買わせない。
　

鳥取県では、２００８年５月から「成人識別たばこ自動販売機」を導入し、
自動販売機でのたばこ購入に専用のＩＣカードが必要になります。
 

（社）日本たばこ協会
taspo ホームページ　http://www.taspo.jp
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あ
る
看
護
専
門
雑
誌
の
中
で

「
看
護
師
の
品
格
」
を
テ
ー
マ
に

書
か
れ
た
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
女
性
の
品
格
」
の
著
者
の
昭
和

女
子
大
学
学
長
・
坂
東
真
理
子
先

生
で
す
。

　

先
生
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
タ
イ

ト
ル
を
も
じ
っ
て
お
り
、
ま
た
、

私
達
看
護
師
を
対
象
に
書
か
れ
た

も
の
で
と
て
も
興
味
を
抱
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
こ
の
よ
う
な
一
節

が
出
て
き
ま
す
。『
患
者
に
も
品

格
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
う
か

温
か
く
受
け
止
め
て
下
さ
い
。
専

門
家
と
し
て
自
分
を
磨
き
続
け
、

人
間
と
し
て
の
や
さ
し
さ
と
マ

ナ
ー
を
身
に
着
け
、
他
の
専
門
家

と
チ
ー
ム
で
働
け
る
こ
と
が
「
看

護
師
の
品
格
」
で
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
品
格
の
あ
る
看

護
師
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。』

　

昨
今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
看
護
師
不
足
の
お
り
「
看
護
師

の
品
格
」
は
保
て
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
看
護

師
の
品
格
」
に
磨
き
を
か
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

日
野
病
院
の
看
護
師
の
平
均
年

齢
は
、
平
成　

年
８
月
１
日
現
在

１９

で　

・
７
歳
と
、
キ
ャ
リ
ア
の
あ

４３
る
看
護
師
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
一
方
、　

歳
以

３５

下
が　

・
６
㌫
と
少
な
く
、
年
齢

１７

構
成
を
見
て
も
若
い
ス
タ
ッ
フ
が

少
な
い
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い

状
況
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
看
護
師
が
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
で
あ
る
と
い

う
良
い
反
面
、
若
い
看
護
師
か
ら

選
ば
れ
な
い
病
院
な
の
か
、
若
い

看
護
師
が
い
な
い
の
か
、
い
ず
れ

に
し
て
も
看
護
師
の
確
保
対
策
は

病
院
の
問
題
で
も
あ
り
、
こ
の
地

域
の
方
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
問

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
医
師
の
人
数
の
み
な

ら
ず
、
看
護
師
の
人
数
が
病
院
の

経
営
、
ひ
い
て
は
病
院
の
存
続
に

影
響
す
る
か
ら
で
す
。

　

教
育
と
医
療
の
な
い
地
域
は
人

が
暮
ら
す
環
境
と
し
て
は
好
ま
し

く
な
い
と
も
聞
き
ま
す
。
地
域
力

に
は
教
育
と
医
療
は
必
須
で
す
。

一
般
的
に
、
看
護
師
に
選
ば
れ
る

病
院
は
、
看
護
師
の
職
務
満
足
度

が
高
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
看
護
師

の
職
務
満
足
度
の
高
い
病
院
は
、

患
者
満
足
度
も
高
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

患
者
満
足
度
に
影
響
を
与
え
る

要
因
に
は
、「
看
護
師
の
品
格
」
は

上
位
を
占
め
る
と
思
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
こ
れ
が
看
護
師
の
職
務

満
足
度
を
高
め
る
要
因
と
一
致
し

て
お
ら
ず
、
こ
の
ズ
レ
が
日
野
病

院
に
限
ら
ず
問
題
な
の
で
す
。

　

職
務
満
足
度
の
高
い
品
格
の
あ

る
看
護
師
を
育
て
、
品
格
の
あ
る

看
護
師
が
育
つ
病
院
で
あ
り
、
ま

た
、
看
護
師
に
選
ば
れ
る
病
院
・

地
域
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
病
院

と
な
る
こ
と
が
願
い
で
あ
り
、
ひ

い
て
は
、
地
域
の
方
々
が
安
心
し

て
暮
せ
る
地
域
づ
く
り
に
な
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
野
病
院
の
「
看
護
師
の
品
格
」

が
一
層
輝
き
、
日
野
地
域
の
地
域

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
今

年
も
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

看
護
師
の
品
格

 

 

日
野
病
院 
看
護
局
長　

小
村
裕
美
子

▼午前（受付時間：午前７時３０分～午前１１時３０分）
備考第４土第２土金木水火月診察科目
循内は隔週五代井上五代五代（循内）五代一診

内　科
櫃田熊野（大学）櫃田櫃田二診

櫃田（脳内）井上三診
櫃田禁煙

大谷または山根大谷山根大谷山根（大学）外　科
青木青木（大学）（大学）青木青木整形外科

（大学）玉井（大学）玉井玉井眼　科
頭本頭本頭本頭本頭本頭本頭本小児科

心臓・血管
耳鼻科

泌尿
器科

その他
（大学） 皮膚科

▼午後（受付時間：正午～午後４時）
備　考金木水火月診察科目

（大学）（大学）内　科
水曜日は第２・４・５のみ頭本頭本頭本頭本頭本小児科

▼心臓血管外来は第３木曜のみ
▼心療内科の受付は午後２時まで

婦人科
心臓
血管

心療
内科

その他
（大学）

※医師の出張等により、診察日・担当医師が変更になる場合があります。
　詳しくは、日野病院 (電話７２‐０３５１)までお問合せください。
　または【日野病院ホームページ  http://www.hinohp.com】でご確認ください。

（
１
月
現
在
）
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月　

日
、
第
９
回
お
し
ど
り

１２

２１

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
町
健

康
福
祉
課
の
田
貝
嘉
彦
さ
ん
と

荒
木
憲
男
さ
ん
に
よ
る
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

２
人
は
、
制
度
の
目
的
や
運
営

方
法
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。
学
園
生

も
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
な
ぜ　

歳
以
上
の

７５

後
期
高
齢
者
の
人
に
対
し
医
療

制
度
が
創
設
さ
れ
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
は
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
保
険
者
に
保
険

料
を
払
っ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度

の
割
合
で
老
人
医
療
費
分
を
負

担
し
て
い
る
か
不
明
確
で
あ
っ

た
な
ど
の
問
題
点
を
抜
本
的
に

見
直
し
た
た
め
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
は
、　

歳
の

７５

誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
な
り
、
加
入

者
１
人
ひ
と
り
に
独
自
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
、
そ
れ
に
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
明
記
さ
れ

る
た
め
、
保
険
証
を
大
切
に
し
て

欲
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度
の
該
当

に
な
っ
て
い
る
人
は
平
成　

年
２０

４
月
に
移
行
し
て
国
民
健
康
保

険
な
ど
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に

な
り
、
保
険
料
は
被
保
険
者
全
員

が
所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た

額
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
納

め
る
こ
と
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
野
町
で
１
か
月
の

医
療
費
最
高
額
の
話
を
し
ま
し

た
。
が
ん
治
療
に
お
い
て
ひ
と

月
７
０
０
万
円
か
か
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
の
医
療
制

度
運
営
に
協
力
し
て
欲
し
い
と

訴
え
ま
し
た
。

　

学
園
生
に
と
っ
て
身
近
で
大

き
な
制
度
の
創
設
と
な
る
た
め

多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
熱
気
あ

ふ
れ
る
講
演
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

 　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
公
民
館
長　

長
谷
川　

司

　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
公
民
館
運
営
及
び

各
種
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
利

用
者
の
皆
様
、
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
、
講
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

そ
の
ほ
か
多
く
の
皆
様
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
民
館
は
皆
様
の
生
涯
学
習
の

拠
点
及
び
地
域
づ
く
り
の
核
と
し

て
、「
人
が
集
い
、
心
が
通
い
合
う
公
民
館
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
多
く
の
皆
様
に
「
気
軽
」
に
集
っ
て
い

た
だ
け
る
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け
る
学
習
講
座
の
開
催
、
自
然
体

験
や
健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
を
企

画
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ご
参
加
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
新
し
い
出
会
い
、
仲
間

づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
人
が
集
い
、
心
が
通
い
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
花
が
い
っ
ぱ

い
咲
き
ま
す
よ
う
、
公
民
館
職
員
一

同
心
を
新
た
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

正
し
い
理
解
で

納
得
の
制
度
利
用
を

 

第
９
回
お
し
ど
り
学
園
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
」

わかりやすく解説する田貝さん
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青パト会員募集中

　地域防犯・生活安全パトロール協議会（通称：青

パト）では、子どもたちや高齢者を不審者から守る

パトロールに参加していただける会員を募集して

います。車に乗って町内を回ってくださる人、下

校時に通学路に立ってくださる人など、会員の中

でも活動は様々ですが、安心･安全な地域づくりと

いう同じ目的を持っています。不審者による事件

を未然に防ぎ、全町・各地区で多くの会員の皆さん

の力で、安心・安全な地域づくりをしようではあり

ませんか。

　会員になっていただける人は、協議会事務局（町

公民館、電話７４－０２１２）までご連絡ください。

町公民館の使用手続き
　公民館を使用される方は、使用する３日前までに申請書を公
民館へ提出してください。
●使用できる日＝年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く日
●使用できる時間＝午前８時３０分から午後１０時まで
●料金＝町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後５時３０分まで開放していま
す。図書室もありますので、お気軽にお立ち寄りください。
※ごみ袋は設置していませんので、ご持参ください。

　
　

月　

日
、
町
公
民
館
で
第
１

１２

２０

回
公
民
館
運
営
審
議
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
平
成　

年
４
月
か

１９

ら　

月
ま
で
の
利
用
実
績
と
事
業

１１
実
績
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

利
用
実
績
報
告
で
は
、
各
会
議

室
の
利
用
件
数
と
利
用
時
間
の
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

事
業
実
績
報
告
で
は
、
体
験
教

室
や
公
民
館
ま
つ
り
な
ど
の
事
業

を
行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
公
民
館
ま
つ
り
の

反
省
を
行
い
ま
し
た
。
来
館
者
数

や
催
し
物
の
参
加
者
数
な
ど
の
報

告
を
行
っ
た
あ
と
に
反
省
点
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
「
期
間
中
、
駐
車
場
が
寂
し
い

た
め
バ
ザ
ー
な
ど
を
開
い
た
り
、

毎
日
何
か
が
買
え
た
り
食
べ
れ
た

り
で
き
た
方
が
良
い
」、「
他
の
イ

ベ
ン
ト
と
同
じ
時
期
な
の
で
来
る

人
も
困
る
の
で
は
な
い
か
」、「
催

し
物
が
終
わ
る
と
す
ぐ
帰
っ
て
し

ま
う
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
館
内
が

閑
散
と
し
て
し
ま
う
の
で
工
夫
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が

出
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
平

成　

年
度
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

２０
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
平
成　

年
度
公
民
館

２０

事
業
案
を
説
明
し
ま
し
た
。
生
き

が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
心

に
残
る
体
験
な
ど
、
今
後
の
生
涯

学
習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
事
業
案
を

提
案
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
時
間
帯

の
調
査
や
研
究
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
い
事
業
に
反
映
さ
せ
て
み
て

は
ど
う
か
」、「
高
校
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
事
業

が
あ
れ
ば
、
高
校
生
た
ち
に
と
っ

て
次
に
生
き
る
事
業
に
な
る
の
で

は
」
と
い
っ
た
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
公

民
館
の
役
割
を
改
め
て
確
認
し
た

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
拠
点
、

公
民
館
の
あ
り
方
を
協
議

 

平
成　

年
度
第
１
回
公
民
館
運
営
審
議
会

１９

にぎわった公民館まつり

児童・生徒の冬休み期間中
夜間街頭指導パトロールを行いました
 

　町青少年育成会（柴原保明会長）では、児童・生

徒の冬休み期間中の１２月２６日、根雨・野田・舟場

地内を歩いてパトロールを行いました。

　１５人の会員が参加し、根雨まちなかを回る組と、

舟場橋横の東屋と学校周辺を回る組の２組に分か

れました。

　歩いてみると、日ごろ車で通行しても感じない、

暗く危険な所があることが分かりました。
 

〔参加会員（団体名）〕

　黒坂警察署　交通安全母の会　日野中学校

　黒坂郵便局　教育委員　日野中学校ＰＴＡ

　日野郡保護司会　町公民館　日野高等学校

　日野更生保護女性会

　地域防犯・生活安全パトロール協議会　
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▼ 
学
習
会 
で
し
め 
縄
作 
り

が
く
し
ゅ
う
か
い 

な
わ
づ
く

　
　

月　

日
、 

榎 
の 
実  
学
習
会 
で 
地 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

ち

１２

１１

 
域 
の 
人 
に 
学 
ぼ
う
と
、 

小
学
生 
が
、

い
き 

ひ
と 

ま
な 

し
ょ
う
が
く
せ
い

 
石
田 
い
し
だ 
三
千
人 

み
ち
ひ
と

さ
ん
の 
指
導 
で
、 

手
作 

し
ど
う 

て
づ
く

り
の
し
め 
縄 
を 
作 
り
ま
し
た
。

な
わ 

つ
く

　
 
小 
さ
な 
手 
で
わ
ら
を
な・
っ
た
り 
一 

ち
い 

て 

い
っ

 
生
懸
命 
で
し
た
。
２ 
年
生  
以
上 
は
、

し
ょ
う
け
ん
め
い 

ね
ん
せ
い 
い
じ
ょ
う

 
去
年 
の 
経
験 
も
あ
り
、 

今
年 
は 
早 
く

き
ょ
ね
ん 

け
い
け
ん 

こ
と
し 

は
や

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

お 
正
月 
に
は
、 

各
家 
の 
玄
関 
に 
飾 

し
ょ
う
が
つ 

か
く
い
え 

げ
ん
か
ん 

か
ざ

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
そ
ば
う
ち
教
室

　
 
解
放  
文
化
祭 
で 
体
験
交
流 
と
し
て

か
い
ほ
う 

ぶ
ん
か
さ
い 

た
い
け
ん
こ
う
り
ゅ
う

と
て
も 
好
評 
だ
っ
た
そ
ば
う
ち 
教
室 

こ
う
ひ
ょ
う 

き
ょ
う
し
つ

を
、　

 
月 　
 
日 
、 
下
榎
集
会
所 
で 
開 

が
つ 

に
ち 

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

ひ
ら

１２

２３

き
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
の 
参
加
者 
は 
男
性 
ば
か

さ
ん
か
し
ゃ 

だ
ん
せ
い

り
で
し
た
が
、 

今
回 
は 
女
性 
も 
加 
わ

こ
ん
か
い 

じ
ょ
せ
い 

く
わ

り
、 

年
越 
し
に
そ
な
え
、 

熱
心 
に 
学 

と
し
こ 

ね
っ
し
ん 

ま
な

ん
で
い
ま
し
た
。

　

文
化
祭
か
ら
参
加
し
て
い
る 
受
講 

じ
ゅ
こ
う

 
者 
は
、「
こ
れ
か
ら
も 
続 
け
て
そ
ば

し
ゃ 

つ
づ

う
ち
の 
機
会 
を 
作 
り
、 

地
域 
の 
活
性 

き
か
い 

つ
く 

ち
い
き 

か
っ
せ
い

 
化 
を 
図 
っ
て
い
き
た
い
」
と 
話 
し
て

か 

は
か 

は
な

い
ま
し
た
。
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あ もの か ど ご ご  じ

ろうじん いこい いえ  こ う し あだち としこ

い ばな にち  か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

もっこう か すい ぷん

り ん ぽ か ん しばた みちあき

にってい へんこう

くわ

じ か ん  よ て い

２ 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 
予
定 
よ
て
い

　

～お 知 らせ～
し

 　 下榎隣保館 では、 皆 さんからのご 意見 やご 要望 を 募集 してい
しもえのきりんぽかん みな いけん ようぼう ぼしゅう

ます。
　 学習講座 など、 習 ってみたいことや要望などがありましたら、
がくしゅうこうざ なら

お 気軽 にお 寄 せください。
きがる よ

　また、 現在  行 っている学習講座も 随時 、 受講生 を募集してい
げんざい おこな ずいじ じゅこうせい

ますので、下榎隣保館にお 問合 せください。
といあわ

▼お 申込 み・お問合せは、下榎隣保館 ( 電話 ７２‐１１９１)まで
もうしこ でんわ

 

▼ 
高
齢
者 
の 
健
康  
管
理 
、 
風
邪  
予
防  
教
室 

こ
う
れ
い
し
ゃ 

け
ん
こ
う 

か
ん
り 

か　

ぜ 

よ
ぼ
う 

き
ょ
う
し
つ

 

　
　
 
月 　
 
日 
、 
隣
保
館 
の 
老
人  
憩 
の 
家 

が
つ 

に
ち 

り
ん
ぽ
か
ん 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え

１２

２１

 
事  
業 
の 
一 
つ
と
し
て
、 

高
齢
者 
の 
健
康 

じ 

ぎ
ょ
う 

ひ
と 

こ
う
れ
い
し
ゃ 

け
ん
こ
う

 
管
理 
、 

風
邪  
予
防  
対
策 
を 
進 
め
よ
う
と
、

か
ん
り 

か　

ぜ 

よ
ぼ
う 

た
い
さ
く 

す
す

 
日
野  
病  
院  
看
護  
局
長 
の 
小
村 

ひ　

の 

び
ょ
う 
い
ん 

か
ん
ご 

き
ょ
く
ち
ょ
う 

こ
む
ら 
裕
美
子 

ゆ

み

こ

さ
ん
を 
迎 
え
、 

血
圧
測
定 
、 

冬 
の
健
康

む
か 

け
つ
あ
つ
そ
く
て
い 

ふ
ゆ

管
理
に
つ
い
て
の 
話 
や 
手
洗 
い
に
つ
い

は
な
し 

て
あ
ら

て 
指
導 
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ど
う

　
 
抵
抗
力 
の 
弱 
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者

て
い
こ
う
り
ょ
く 

よ
わ

が
か
か
れ
ば 
命  
取 
り
に
も
な
り
か
ね
な

い
の
ち 

と

い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
に 
感
染 
し
な
い
よ
う
に 
自
己 

か
ん
せ
ん 

じ　

こ

 
防
止 
に 
努 
め
よ
う
と
、 

参
加
者 
は 
熱
心 

ぼ
う
し 

つ
と 

さ
ん
か
し
ゃ 

ね
っ
し
ん

に 
聞 
い
て
い
ま
し
た
。

き

　
 
最
後 
に
は
み
ん
な
で 
温 
か
い
お
で
ん

さ
い
ご 

あ
た
た

を 
食 
べ
、 

心 
も 
体 
も
温
ま
り
ま
し
た
。

た 

こ
こ
ろ 

か
ら
だ

 

▼ 
西
部  
地
区  
隣
保
館  
職
員 

せ
い
ぶ 

ち　

く 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ょ
く
い
ん

と 
中
学
校  
人
権
教
育
主
任 

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う 
じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
し
ゅ
に
ん

 
合
同
研
修
会 

ご
う
ど
う
け
ん
し
ゅ
う
か
い

　
 
西
部  
地
区 
の 
隣
保
館
職
員 
と 
中 

せ
い
ぶ 

ち　

く 

り
ん
ぽ
か
ん
し
ょ
く
い
ん 

ち
ゅ
う

 
学
校
人
権
教
育
主
任 
と
の 
合
同
研 

が
っ
こ
う
じ
ん
け
ん
き
ょ
う
い
く
し
ゅ
に
ん 

ご
う
ど
う
け
ん

 
修
会 
が
、　

 
月 　
 
日 
、 

山
村
開
発 

し
ゅ
う
か
い 

が
つ 

に
ち 

さ
ん
そ
ん
か
い
は
つ

１２

１７

セ
ン
タ
ー
で 
開 
か
れ
ま
し
た
。

ひ
ら

　

研
修
で
は
、 

江
府 
中
学
校 
教
諭 

こ
う
ふ 

き
ょ
う
ゆ

の 
太  
田  
英
樹 
さ
ん
が
、　

月
に

お
お 

た 

ひ
で
き

１１

 
行 
っ
た
『
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
「 
山 

お
こ
な 

さ
ん

 
林
解
放
闘
争 
」
の 
制
作 
・ 
上
演 
』

り
ん
か
い
ほ
う
と
う
そ
う 

せ
い
さ
く 

じ
ょ
う
え
ん

と
、『「
い
の
ち
を 
繋 
ぐ　

こ
こ
ろ

つ
な

を
繋
ぐ
」
コ
ン
サ
ー
ト
＆
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
』
に
つ
い
て
の 
企
画 
か
ら

き
か
く

 
開
催 
ま
で
の 
取 
り 
組 
み
に
つ
い
て

か
い
さ
い 

と 

く

 
発
表 
し
ま
し
た
。

は
っ
ぴ
ょ
う

　

そ
の
あ
と
の
グ
ル
ー
プ 
討
議 
で

と
う
ぎ

は
、
山
林
解
放
闘
争
に
つ
い
て
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の 
学
習
会 
の
取
り
組
み

が
く
し
ゅ
う
か
い

な
ど
に
つ
い
て
の 
情
報  
交  
換 
を
し

じ
ょ
う
ほ
う 
こ
う 
か
ん

ま
し
た
。

　
 
中 
に
は
、 

東
部 
で 
発
生 
し
た 
地 

な
か 

と
う
ぶ 

は
っ
せ
い 

ち

 
区 
学
習
会
の 
打 
ち 
切 
り
な
ど
に 
危 

く 

う 

き 

き

 
機
感 
を 
訴 
え
る 
教
員 
や
隣
保
館
職

き
か
ん 

う
っ
た 

き
ょ
う
い
ん

員
も 
多 
く
、
そ
の 
対
策
法 
に
つ
い

お
お 

た
い
さ
く
ほ
う

て
討
議
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

 
今
後 
、 

地
域 
・
学
校
・
隣
保
館
が

こ
ん
ご 

ち
い
き

 
連
携 
を
よ
り 
強 
く
す
る
こ
と
な
ど

れ
ん
け
い 

つ
よ

を 
話 
し 
合 
い
ま
し
た
。

は
な 

あ
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
２月１７日（日）９：３０～
場所：図書館車庫

■組み木パズルなど（要材料費）

●図書館おはなし会
２月１６日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー
■鬼の絵本・わらべうた・おはなし
　など（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
２月２３日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

２月１日 (金 )～２８日 (木 ) 

２月２０日 (水 )～２４日 (日 )
特別図書整理のため休みます 

　　　　

　　　　
　　　　　　開演　１３:３０～（開場１３:００）
　　　　　　会場　ホール森の音楽隊
　　　　　　チケット　５００円（１ドリンク付）
　　　　　　主催　ホールと共に歩む会

２／３（日）
　　　子どもと昔話
　　　　　　　
　　　　　　講師　筒井悦子さん
　　　　　　時間　１０:３０～１５:３０
　　　　　　会場　山村開発センター

※入場無料（申込みは図書館へ）
主催：県立図書館　共催：町図書館

／２７（日）
１

ま
ち
の
文
化
遺
産
「
根
雨
公
会
堂
」
の

保
存
･
活
用
に
ご
協
力
を

　

根
雨
の
ま
ち
な
み
を
見
下
ろ
す
山
の
中
腹

に
あ
る
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
近
藤
家
の

７
代
当
主
寿
一
郎
氏
が
、
昭
和　

年
に
公
会

１５

堂
と
し
て
建
築
し
、
町
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、

講
演
、
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
映
画
に
と
活

用
さ
れ
、
日
野
郡
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
地
域
文
化
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和　

年
に
改
装
、
ま
た
平
成

６１

９
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
、
現

在
は
歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
、
民
俗
資
料

の
保
存
･
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
資
料
を
見
学
す
る
来
館

者
も
減
少
す
る
中
で
、
建
物
自
体
と
し
て
の

価
値
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
ま

し
た
。

　

ま
ち
の
文
化
遺
産
で
あ
る
「
根
雨
公
会
堂
」

の
今
後
の
活
用
を
皆
さ
ん
で
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

日　

時　

２
月　

日
（
日
）

２４

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
～

３０

場　

所　

町
公
舎
（
町
歴
史
民
俗
資

　
　
　
　
　
　

料
館
の
見
学
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
電
話　

‐
１
３
０
０
）

７２
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届
出　
　

月　

日
～
１
月
９
日   
敬
称
略

１２

１１

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１２
佐
々
木
空
大　
　
直
人
・
真
由
子  
男
の
子  

根
雨

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　
　

月
届
出
分

１２
山
形　

慶
夫　
　
　

歳　
　

板
井
原

８６

長
尾　

幸
枝　
　
　

歳　
　

根
雨

９６

文　
　

長
寿　
　
　

歳　
　

黒
坂

８５

久
古　

勝
正　
　
　

歳　
　

根
雨

８４

　

１
月
届
出
分

音
田　

信
子　
　
　

歳　
　

高
尾　

５９

■あけましておめでとうござ
います。今年はお正月らしい
雪景色でしたね。皆さんはど
んなお正月を過ごしましたか。
■私のお正月は、石油高騰の
ため部屋の暖房をほとんどつ
けず、布団にくるまってテレ
ビを見るという、楽しい楽し
い寝正月？でした…。　　(i)

18

　

　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　

　雪が積もり、寒い日が続いていますね。

　１２月は、おひさまのよく当たる暖かい部屋で、

粘土やままごとで遊びました。

　２月は、天候に合わせて、外で雪遊びをしたり、

室内遊びをしましょう。

　どうぞ、お誘いあわせのうえお越しください。

　ひのっこ保育所　担当　音田

　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●２月の予定
　

　２月６日（水）：折り紙遊び
　

　２月１３日（水）：図書館からのおはなし会
　

　２月２０日（水）：粘土遊び　
　

　２月２７日（水）：ままごと遊び

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

月
の
海
は
る
か
き
ら
め
く
牡
丹 
焚 　
 　

（
講
師
）
谷   　

悦
子

た
き

　　
 
労 
い
の
言
葉
探
し
つ
菊
買
い
ぬ　
　
 　
 

安
達
つ
る
ゑ

ね
ぎ
ら

　　
 
汀 
ま
で 
冬
涛 
高
く 
温
泉
宿 
か
な　
　
      
荒
木　

習
子

み
ぎ
わ 

ふ
ゆ
な
み 

ゆ 

や 

ど

　　

む
か
ご
飯
遠
き
昔
を
偲
び
つ
つ 　
　
    
梅
林　

春
子

　　

小
春
日
を
逃
し
て
な
ら
じ
落
葉
掻
き     
勝
瀬　

京
子

　　

ひ
と
と
き
の
華
や
ぎ
た
ゝ
み
山
眠
る 　
   

川
上　

文
子

　　
 
涸 
川
の
少
し
の
水
瀬 
鷺 
立
て
り　
　
　  　

久
城　

霞
渓

か
れ 

さ
ぎ

　
　
　

笹
鳴
き
に
思
は
ず
見
上
ぐ
神
の
森　
　   
徳
本
千
鶴
子

　　

年
用
意
手
抜
き
一
つ
増
へ
二
つ
増
へ　
  
真
壁
富
貴
枝

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

ご利用ください

　
　（社）日本損害保険協会では、交通事故に遭って困っ
ている人のために専門の相談員が無料で相談に応じて
います。
　電話でも受付けていますので、お気軽にご相談くだ
さい。

相談日　　　　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時
弁護士相談日　毎月第１・３水曜日
　　　　　　　午後１時～午後４時（要予約）
問合せ先　　　鳥取自動車保険請求相談センター
　　　　　　　（鳥取市今町１-１０３　住友生命鳥取ビル
　　　　　　　３階、電話０８５７-２４-４２３３）
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ＦＥＢＲＵＡＲＹ ( 如月 )

隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～
火１９金 １

古紙の収集日（全町）水２０土 ２
確定申告　開発センター
午前＝高尾　午後＝板井原、根雨２区

日 ３
隣保館木工講座
下榎隣保館　午後１時３０分～

健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ４
確定申告　開発センター
午前＝後谷、根雨１区　午後＝安原
木２１乳幼児相談　開発センター

受付：午後１時１５分～午後１時３０分
火 ５

確定申告　開発センター
午前＝根雨５区、小原　午後＝濁谷、三谷地区
金２２人権相談　開発センター　午後１時～午後３時

土２３不燃ごみの収集日（全町）水 ６

日２４木 ７
確定申告　開発センター
午前＝門谷　午後＝別所、貝原月２５金 ８
確定申告　開発センター
午前＝金持　午後＝津地
火２６隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土 ９

発泡スチロール・蛍光管の収集日（全町）水２７日１０
確定申告　開発センター
午前＝野田　午後＝下榎１区

建国記念の日（可燃ごみの収集は休みます）
※１２日に月曜日収集の地区も収集します月１１

確定申告　開発センター
午前＝根雨６区　午後＝上本郷木２８歯科検診・フッ素塗布　開発センター

受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分火１２
固定資産税４期分、国民健康保険税８期分、
介護保険料８期分納期限金２９全町の可燃ごみを収集します

確定申告　開発センター
午前＝舟場　午後＝根雨３区

行政相談　町公民館　午前９時～正午水１３

資源ごみの収集日（全町）

年金相談　開発センター　午前１０時～午後２時木１４

金１５

土１６

日１７
確定申告　開発センター
午前＝秋縄　午後＝下榎２区
月１８
確定申告　開発センター
午前＝根雨４区、榎市　午後＝下本郷、三土火１９

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）

■山陰合同銀行根雨支店　
～２月８日まで
■鳥取県日野総合事務所　

２月上旬～下旬
■蔵美術館　 ～４月２５日
まで
■県西部地震展示交流センター　

２月６日～３月２７日まで

■確定申告受付時間　午前＝午前８時４５分～午前１１時
　　　　　　　　　午後＝午後１時～午後４時



広報ひの

　
「
初
め
て
見
た
。
皆
に
自
慢
す
る
よ
。
こ

ん
な
に
き
れ
い
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
お

正
月
に
帰
省
さ
れ
た
方
が
オ
シ
ド
リ
を
前

に
感
嘆
の
声
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
日
野
川
の
オ
シ
ド
リ
が
テ
レ
ビ
で
紹
介

さ
れ
る
た
び
に
、
故
郷
･
日
野
に
思
い
を
馳

せ
、
今
度
必
ず
見
に
行
こ
う
と
思
っ
た
」
と

話
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
の
故
郷
は
自
然
豊
か
で
と
っ
て

も
い
い
所
。
ま
た
帰
っ
て
き
て
ね
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
声
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）
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ふ
る
さ
と
自
慢

町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
に
思
う

 　
　

月　

日
、
恒
例
行
事
に
な
っ
た
、
第
６
回
町
民

１２

１６

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
神
々
の
詩
」
が
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
期
待
に
違
わ
ず
立
派

な
出
来
ば
え
で
し
た
。
出
演
者
の
明
る
い
笑
顔
、
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
の
全
身
を
使
っ
た
大
き
な
動
作
、
よ
く

ぞ
こ
こ
ま
で
と
感
じ
た
の
は
観
客
全
員
の
思
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
時
間
が
あ
れ
ば
練
習
を
見
に
顔
を
出
し
ま
し

た
が
、
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
結
果
が
あ
の
多
く

の
観
客
を
感
動
さ
せ
た
舞
台
で
し
た
。
つ
ら
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
６
か
月
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
耐
え
抜
い
た
結
果
で
し
た
。

こ
の
小
さ
な
ま
ち
で
、
こ
の
よ
う
な
公
演
が
で
き
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
く
、
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
出
演
者
、
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
、
演
出
家
の
先
生
、
裏
方
さ
ん
、
家
族
の
支
え
、

多
く
の
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。
こ
の
経
験
を
さ
れ

た
皆
さ
ん
、
特
に
子
ど
も
た
ち
は
将
来
立
派
な
大
人
に

育
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
も
行
政
の
支
援
に
は
限
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
な
り
、
県
内
は
も
と
よ

り
、
今
回
は
県
外
の
町
出
身
者
に
ま
で
広
が
っ
た
の
が

大
き
な
特
色
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
企
業
か
ら

の
支
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
日
野
町
が
観
光
面
だ
け
で
な
く
、
文
化
面

に
お
い
て
も
そ
の
底
辺
を
広
げ
て
い
く
姿
は
、
町
民
だ

け
で
な
く
、
町
出
身
の
方
た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

（
１ 
月
７
日
記
）　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第２２回

『美男美女、水鏡でお化粧中』
撮影●稲田匡宏さん（日野町）

20


